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【抄録】国士の建設から国土のマネジメン トへの政策の転換,建 設CALS/ECの 進展に伴い,道 路事業においても情報化
の推進が求められている。道路の管理情報 とは,管 理 している道路の,計 画 ・設計時点における情報,構 築された道路
の構造 と幾何形状,施 工時の条件 と品質,利 用者に対する交通サー ビス,補 修 ・改良の情報などが含まれる。これ らの
情報は,事 業ライフサイクル全般に亘って共有 ・活用すべき情報であり,道 路事業のフェーズの進展に伴って,深 度化
されて行くとい う性格を有 している。本研究では,道 路の管理情報の基本 となるCADデ ー タと付帯する属性データとを
統合 して整備 し,業 務に活用するための道路データモデルを検討 した。

•y Abstract•zAs the policy has been changed from land development to land administration and the CALS/EC in civil engineering

has been improved, advanced information management is required in road construction works as well. The information for road

administration includes the information of the road at the stages of planning and design, the structure and configuration of the

constructed road, the conditions and quality when undergoing construction, traffic services for the users, and the information of

repair and improvement. These kinds of information should be shared and utilized throughout the life cycle, and is to be more

detailed as the road construction works progress. In this study, the road data model is discussed for utilizing integrally the CAD data,

which is the base of the road information management, and the corresponding attribute data.
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1.は じめに

日本道路公団(以 下,JHと 言 う)の 主たる事業は,

高速道路等有料道路の建設と管理である。平成13年
3月1日 現在,高 速道路については,延 べ6,747Km

を供用 してお り,2,595Kmを 事業中である。

国土の建設か ら国土のマネジメン トへの政策の転

換,・建設CALS/ECの 進展により,道 路事業において

も情報化の推進が求められて来てい る。 このため,

JHでは道路事業の効率的な執行のため,事 業の各段

階で発生する情報,例 えば契約,会 計,予 算,道 路
の整備 と管理(以 下,道 路の管理情報と言 う),交

通サービス等に係 るさまざまな情報を一元的に管理

することを目指 している。特に,道 路の整備 と管理

に係る情報はもっとも基本的なものであり,業 務を

進める上での必須の情報と言える。

道路の管理情報 とは,管 理 している道路の,計

画 ・設計時点における情報(現 況地形 ・地質や土地

利用状況,道 路に求められているサービス,設 計条

件等),構 築 された道路の構造と幾何形状(道 路中

心線形,縦 横断構成,橋 梁や トンネル等の構造物形

状,舗 装の状況等),施 工時の条件 と品質(施 工時
に使用された各種の材料及び品質の管理記録),利

用者に対する交通サービス(利 用案内や交通安全サ
ービス等) ,補 修 ・改良の情報(経 年変化による構

造物等の性能劣化の記録,改 良工事の情報等)な ど

が含まれる。これ らの情報は,事 業ライフサイクル

全般に亘って共有 ・活用すべき情報であ り,道 路の

事業フェーズの進展に伴って,詳 細化 ・深度化され

て行 くという性格を有 している。すなわち,道 路管

理者に求められている情報化の中心に位置付けられ

る必要がある。
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そこで,本 研究では,JHの 業務で取 り扱 う道路の

管理情報を対象 として,情 報化の現状 と問題点を分

析するとともに,今 後の効率的な道路管理のあ り方

を追求すべ く,幾 何及び道路構造情報及び付帯する

属性データを統合す るJapan Highway Data Model

(以下,JHDMと 言 う)を 提案するものである。

2.電 子化の現状 と問題点1)

道路の管理情報は,道 路の幾何形状,施 設の形状

や寸法を表わす構造情報 とそれ らの性質や品質を表

わす属性情報の大きく2つ に分類される。前者は図

面データとして管理され,後 者は計画 ・設計情報,

工事情報,保 全点検情報などとして管理 される。

(1)幾 何 ・構造情報

従来,幾 何 ・構造情報については,現 況地形 を改

変 して道路を構築 した際の完成形状を2次 元の平面

図 ・縦断図 ・横断図等で表現 してきた。道路技術者

は,2次 元で表現された図面から,3次 元的な現実

空間を想起する。

近年のコンピュータ技術の進展に伴い,図 面を
CAD(Computer Aided Design)で 作成することが一

般化 してきた。 しか し,建 設業界で現在使用されて
いるCADソ フ トウェアは,一 部の専門エ リアに特化

したものを除くと,そ の多くは従来の2次 元的な表

現をそのままに紙媒体に表現することを主目的に使

用 されている。

建設業界におけるCALS導 入の動きの中,図 面につ
いても電子化 して納品 ・再利用することが目指され

ている。図面の電子化にあたっては,従 来の紙で表

現 してきた情報は最低限担保することが必要である
こと,電 子情報 としての作成等を一定のルールに基

づき行 う必要があること等から,JHで は平成9年 度

から土木設計図面作成要領 を補完するものとして,
「CADによる図面作成要領」 「デジタル地形データ

作成要領」を暫定的に整備 し,実 証フィール ド実験

を通 じてその適用上の有効性や問題点の把握 を行っ
てきたところである。

建設事業のかなりの部分は,公 共事業 として実施

され ることから,調 達仕様一般化の必要性は従来か
らの認識であ り,図 面をCADの ファイル として納品

させ る場合についても同様である。 日本国内の建設

事業で使用 されるCADソ フ トウェアは複数あ り,そ

れぞれのソフ トウェア間でのファイルの互換性は基

本的には確保 されていなかったため,平 成12年 度に
ISO規 格 であるSTEPを 用いたCADデ ータ交換仕様が

SXFと して策定されている。

なお,現 在のSXFは,あ くまでも従来の紙図面を

電子化するレベル として2次 元の幾何情報を交換す

るための仕様である。JHに おいても,平 成13年 度か

ら導入予定の電子納品において,図 面CADデ ータの

納品仕様 として採用の方向で検討されている。

以上,SXFの 策定は,建 設業界におけるCALS導 入

過程で得 られた大きな成果であり,図 面修正や再利

用等作業の効率化や流通性 ・保管管理等については
ある程度の成果が見込める。 しか し,い わゆる作図
レベルの電子化に留まっている限 り,つ まり,従 来

の図面が持っている情報領域を越えて付帯する情報

まで も含め,業 務上において トータルに活用できな

い限 り,十 分に電子化のメリットは享受できないと

考えている。

(2)属 性情報

属性情報は,数 値 あるいは文字 として扱えるもの

が多 く,定 型的な台帳や帳票の形で表現されること

が多かったため,大 型汎用機が主流であった時代か
らデータベースを用いたシステムを使った管理が行

われてきている。

従来,図 面をCADで 作成するには専用のハー ドウ
ェアが必要で,そ れ自体も高価であったため,幾 何

情報をコンピュータで扱 うことは一般的ではなかっ

た。このため,コ ンピュータで道路に関する情報を

取 り扱 う場合には属性情報のみが対象 となってきた

とも言える。

JHの 業務においても属性情報をデータベース化 し
て活用 してきた。その中で,以 下のような致命的 と

も言えるシステム運用上の問題が明 らかになってき

ている。

a)ラ イフサイクルにわたる共有が不十分

まず1つ めは,道 路に関する属性情報がライフサ

イクルにわたって十分に共有されていない問題であ

る。

例えば,維 持管理プロセスでデータベースを更新
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する属性情報を,建 設プロセスにおいて正確 には作

成 しきれていないことである。

この原因としては,設 計や工事で取 り扱 う情報の

中から維持管理プロセスで利用するデータを抽出す

る作業が,膨 大な図面や各種書類を基に工事終了直

前に実施 され,建 設プロセスには全く利益のないも

のであると思われていることや多大な労力を必要と

することなどが考えられている。

したがって,こ の問題を解決するためには,計 画

設計段階か ら工事施工段階へ標準化 されたデータを

渡す とともに,継 続的に更新を行い,そ の中から必

要な属性情報を機械的に抽出するなど複数プロセス

に渡った統合的なシステム化を図る必要があると考

えられる。

b)図 面と属性データの別管理

2つ めの問題は,幾 何情報を表現 している図面と,

属性情報が別に管理されていることか ら発生 してい

る問題である。

例えば,管 理部門では,工 事記録データ,資 産デ
ータ,保 全点検データな どを必要 とするが,こ れ ら
は図面と別に作成管理されているため,種 類の数だ

け更新が必要とな り,図 面の更新 とリンクしない,

現場を正確 に反映 していない,余 分な確認作業を強
い られるなどが挙げられる。一方,建 設部門では,

主に図面と数量計算書を使用 して工事費の積算を行

うが,発 注者であるJH及び受注者 ともに図面 と数量

計算書の整合チェック業務に多大の時間を費や して
いる。

したがって,こ の問題を解決す るためには,昨 今

の情報技術,特 にCAD技 術の進展を鑑み,今 後は,

属性情報 と図面内に表現されている幾何情 報 とを関

連付けた作成管理を基本 とすることが必要と考えら

れる。

また,属 性情報のデータ項 目が業務の利用形態に

適合 しなくなってきていることも挙げられる。

JHで は,調 査や設計などの成果品をマイクロフィ
ルムで保管するとともに,そ の管理情報(イ ンデ ッ

クス情報)を データベース化 している。 この管理情

報は,業 務件名,道 路名,イ ンターチェンジ区間,

該当市町村,業 者名,資 料形態,資 料種別,キ ーワ
ー ド,フ リータームなどであり,技 術関係資料登録
票に記載され提出されている。ここで,マ イクロフ

イルム管理情報を検索 し,マ イクロフィルムを利用

するためのシステムの概要を図-1に 示す。

図-1マ イクロフイルム管理システム

図-1の システムを利用 して,例 えばある橋脚の

設計計算書を探す場合,道 路名,イ ンターチェンジ

区間,業 務件名などの複合的な検索条件に基づいて

当該橋梁の設計報告書や図面を検索し,さ らに,そ

の内容を確認 し,必 要な情報 を部分的に抽出するこ

ととなる。すなわち,本 来必要な情報を間接的に し
か検索できない状態にある。

従来は当たり前と考えられてきたことであるが,

業務が複雑化 ・専門化するに従い,情 報をより細分

化 して扱 う方向になっていることは間違いの無い事

実であり,属 性情報をより体系的に見直す必要があ

ることも銘記 されなければならない。

3.デ ー タモデルの必要性

ここで対象とする道路構造に関するデータは,JH

内の建設や管理業務において根幹的な部分 となる。

よって,必 要となる情報項 目を整理分析 し,そ のデ
ータ構造を明確 にモデル化 してお くことにより,今
後,開 発が予想される関連システム間における整合

性を確保することが可能となる。
また,実 装方法が時代により変化 した場合におい

ても,道 路事業の遂行手法が大きく変化 しない限 り,

ここで構築 されたデータモデルを使用することによ

り他の実装方法へ転換し,シ ステムの継続性 を確保

す ることも可能である。
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4.JHDMの 概要

(1)モ デル作成の前提条件

道路事業で扱われる情報は多岐に渡 り,要 求 され
る仕様をすべて網羅するよ うなモデルを作成す るに

は膨大な作業を伴 うことが想定される。本検討では,

必要度が高 く,か つ基礎的な部分か ら作成を開始 し,

順次改良や追加を行いながらモデル全体を構築する

ことが適当と考え,モ デル作成において以下のよ う

な条件を設定 した。
a)モ デル化の範囲

本来,道 路事業全体をモデル化する場合には,現

実の世界における道路構造や道路事業を行 う上で必

要なる人,も の,組 織,概 念等を過不足なくモデル

化することが必要であるが,想 定される利用 目的及
び基本部分の構築とい う観点か ら,当 面の対象工種

は道路土工とし,道 路構造の記述を中心 とした時間

的に内容が変動する度合いが少ない静的モデルの作

成を目標 とした。

b)モ デル利用と実装
モデル化にあたっては,作 成 したモデルを利用 し

て,ど のようなシステムへ実装するか,あ るいはど

のような利用目的を設定するかが重要となる。ここ

では,以 下のような設定を行った。

(1)CAD化 された形状の情報に加えて,設 計値,数 量

等の図形以外の情報を含めた統合的なデータの作

成 と交換 ・蓄積が行えること。例えば、現在、JH
ではデ ジタル地形データと遺伝的アルゴリズムに

よる最適道路線形設計システムの開発 を行 ってお

り、 このシステムへ線形に関す るデー タをそのま

ま渡す ことに よ り、即座 に検討 が可能 となる。

(2)データの利用性 と精度 の向上

設 計段階 で作成 され たデータを工事完成段 階で修

正追加 し,維 持管理 で利用 す るデータの基本デー タ

とす る等,デ ータ入力の効 率化や 入力デ ータの欠落

を防 ぐ仕組 みを導入 し,デ ー タ作成お よび収 集にお

け る精度 向上を図れ る こと。

(3)既存 のCADやGISに 関す る仕様やモデル との整 合

作成 され たデー タの交換性や データ作成者側 での

環 境 を考慮 し,で き る限 り広 く普及 してい るCADデ
ー タ仕様や公共的 なデー タ仕様 との互換性 を念頭 に

お く。

(4)実装 のター ゲ ッ トと しては,XMLを 想 定

XMLは,最 近,イ ンターネ ッ トを用 いた業務活動

の基礎的技術 として非常 に注 目され てい る。 ホーム

ペ ー ジの記 述 言語 で あ るHTML(Hypertext Markup

Language)の 後 継 言 語 で,SGML(Standard

Generalized Markup Language)の 持 つ拡 張機 能 を

ウェブ上でも利 用 できるよ うに した言語仕様 である。

1998年2月 にW3C(World Wide Web Consortium)に

よ り基本仕様が策定 された。

XMLの 特徴 は,イ ンターネ ッ ト上 にお けるデー タ

交換 を前提 と し,単 に文書デー タに とどま らず,デ
ー タ型が利用でき るこ とか ら,ユ ーザー が独 自のタ

グを作成 しデー タの属性情報や論理構造 を独 自に定

義で きる点に ある。 このた め,デ ー タの属性 と内容

を関連づ けて記述 でき,デ ー タベース として の機能

も持つ ことが可能で ある。 た とえば 「延長」 とい う

表-1参 考関連モデル一覧
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タグを定義 し,そ のタグで 「1000」とい うデータを

囲えば,1000と い うデータが延長を意味 しているこ

とが伝えられる。また,最 近では,CADやGISの デー

タ記述でも用いられるようになってきている。

(2)参 考モデル事例

ここで対象 とする分野に関連する既往のモデルと

しては,表-1に 示す ものを参考とした。表中の各

モデルが事業のどの段階での利用を想定 しているか

を見ると,ROAD AP及 びOKSTRAは 主に道路の維持管

理段階での利用を想定 しており,IAI及 びLandXMLに
ついては,測 量 ・設計 ・施工段階でのデータ交換を

主眼としているものである。

また,ISO TC211は 地物に関するモデルであ り,

道路事業では完成後の物理的な形状がこれに該当す

ると考えられる。

5.モ デル化の 手法

(1)モ デル化の手法について

データのモデル化手法は,従 来からデータベース

設計やBPR等 で用いられてきた構造化分析手法 とオ

ブジェク ト指向分析方法の2種 類に大きく大別でき

る。

両者の大きな相違点は,構 造化分析手法が,デ ー
タと機能とを分離 して体系化 ・記述す るのに対 し,

オブジェク ト指向分析法では,対 象物 ・事象(オ ブ

ジェク ト)の 特性を表わす ものとしてデータ及び機

能,振 る舞いを同列に扱 うことにある。各オブジェ
ク トはその類似性や関連性に着目して整理,体 系化

され,全 体のモデルが構築 される。 ここでは,関 連

す るモデル との連携やモデルが継続的に検討され改

良等が加えられ ることを想定 し,モ デル変更の容易

性,再 利用性,変 更箇所発見の容易性が優れている
こと,及 び現在の実装環境(言 語やDBMS)等 への適

合性からオブジェク ト指向分析によるモデル構築を

行 うこととした。

また,モ デルの記述には,標 準化が行われている

こと,記 述性や普及度,実 装時におけるCASEツ ール
の 利 用 し 易 さ か らUML(Unified Modeling

Language)を 採用 した

(2)オ ブジェク ト候補の抽出
モデル作成の第一段階として,対 象領域の中で ど

のようなオブジェク トが必要か,存 在するかを見つ

け出すことが必要である。本検討では対象領域にお

けるオブジェク ト候補抽出を行 うために,対 象領域
の業務内容等を記述 した資料及びモデルへの要求事

項,既 存のシステム内におけるデータ項目等を対象

としてオブジェク ト候補 となり得る項 目の抽出を行

い,こ れ らを以下の観点により分類を行った。

(1)事業に関する項 目群

事業遂行に関するデータは,事 業遂行に関わる人

や組織及び「もの」を表現 したデータである。この場

合の「もの」は,調 査～供用維持管理のライフサイク
ルの中で道路構築物及びそれの特徴 ・性質に関係 し

ない ものを指す。

(2)道路構造物及び設計 ・施工に関す る項目群
このデータは,(1)を 除き,調 査～施工の各段階に

おいて現実世界に出現するもの及びそれ らの特徴や

性質等に関するものを指す。

(3)データの管理 ・精度等に関するデータ

これは,い わゆるメタデータと呼ばれるもので,

作成 したデータに関する説明又は必要な情報を記述

するデータである。

上記の各項目群か らモデル化の範囲 と合致する道

路構造物及び設計 ・施工に関する項 目群を選択 し,
オブジェク ト候補 として設定 した。

(3)モ デル構成の考え方
オブジェク ト候補として抽出 した項 目を基にオブ

ジェク ト間の関連 と整理を行 うこととなるが,こ の

際に作業を行 う上での方針を明確にし,基 本的な考

え方を設定することが重要である。ここでは他の類

似モデル等を参考にし基本的な構成の考え方 として

以下の2つ を検討 した

(1)道路事業分野の固有名詞 （概念)を 現す クラス

をルー トクラス とし,下 位にそれ らが有するべき

位置や形状の概念を現すクラスを関連 させて表現

する。

(2)道路構造物の位置や形状等を現す抽象化 された
少数のクラスを設ける。各クラスの属性にも抽象

化 した属性を採用 し、属性値のパラメータ化によ
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る特定す る。或いは、下位にそれを具体化す る道

路事業分野特有のクラスを関連 させて表現する。

(1)の構成パターン

(2)の構成パターン

線形要素属性カタログ

図-2ク ラスの構成パターン
(1)は道路分野において周知 されている名称,例 え

ば,道 路線形,横 断面,路 床等を使用 し,主 に道路

工学的な見地か ら各オブジェク ト問の関係を記述 し

て行くものであ り,こ のパターンは,設 計 ・施工を

対象領域 としているモデルに見られるパターンであ

る。特徴 として,「道路」を空間的には路線単位程度

と捉え,設計項 目をオブジェク トや属性記述の基本

的な単位 としている。 このため,道路の技術者にと
ってはモデルが理解 し易いが,ク ラス数が多くなる

とい う短所がある。
これ に対 し,(2)はROAD APやOKSTRAの モデルに見

られるパターンであり,空 間的位置や配置,形 状を

重視 した考え方である。それが具体的にどのような

道路構造物を指 し示すかは,下 位クラスにより表現

するか,あ るいは属性を示すクラスを導入 してパラ

メータにより表現するものである。この場合,比 較

的少数の抽象化されたクラスで表現することが可能

であるため,必 要クラス数は少なくでき,パ ラメー

タのカタログ化によって多くのものを表現できるが,

人間にとっては判別 し難いものとなる。 しか し,
GISシ ステム等では特定構造物等を対象とした空間

的な検索の迅速化 とい う点ではメリットがある。
これ らを本検討で考慮す ると,道 路事業全体の流

れで見た場合,本 モデルの利用は,測 量 ・設計～維

持管理 を想定してお り,道 路の完成後では道路網や

空間的な位置の情報が重要であ り,設 計 ・施工段階

●位置・位相関係等

●数量・性質

●道路の構造

図-3オ ブジェク トの構成概要(UML)
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では(1)のような道路構造の記述が必要となる。よっ

て,目 的を達成するにはこれらの考え方を融合させ

たモデルが望まれる。
これに対する具体的な方法ととして,ネ ッ トワー

クモデル と道路構造物 とを結びつけるものとして,

位相を示すグループに「区間」とう概念を導入 し,こ

れにより具体の道路構造を示すオブジェク トとネ ッ
トワークモデルとを関連付けることとした。

(4)モ デル作成上の留意点
モデルを構築す る上では,道 路事業分野での特性

を考慮 し,以 下ような考え方をモデル構築において

導入 した。

a)全 体の構成

抽出したオブジェク トについて,図-2の 枠 で括
ったグループ化を行 うことができる。これ らのグル
ープは,道 路の各要素が持つ属性の基本性質を表現
していると考えられるため,各 道路に関する概念や

事象は,基 本的に各グループから該当オブジェク ト

を抽出し,関 連することにより表現することを基本

的な考え方 とした。

b)ネ ッ トワーク(位 相関係)

道路は,本 来,ネ ッ トワークとして機能するもの
であり,か つ,用 排水路や通信ケーブル等の道路本

体以外にもネッ トワークを持つものが多い。ネ ット

ワークのモデルには,一 般的に無向グラフと有向グ

ラフがあり,こ れに対する汎用的なモデルパターン

が 提示 されている。2)

ここでは,図-3に 示すように道路の性質か ら有向

グラフのパターンを採用 し,ど のような構築物のネ

ットワークであるかを示すネ ットワーク種別により

階層的に分離するよ うな構造 とした。特定の構造物

や属性等を高速に検索できるように,同 一の属性ま
たは性質を持つ範囲的概念も導入 している。

c)位 置情報

図面により表現 された構造物を現実の世界に展開
す るには,絶 対座標が必要不可欠であるが,設 計段

階や施工段階の実作業においては,測 点による位置
の特定が多用 されるため,こ れによる位置の記述 も

必要と考えられ る。従 って,各 測地系公共座標に基
づく座標値による位置指定方法に加 え,道 路の平面

線形上に一定間隔で設けられた地理標である測点や

キロポス トによる位置指定の考え方を導入する。

図-4ネ ッ トワーク静的構造(UML)
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表-2位 置指定種別

d)形 状情報

実世界での空間的な位置や構造物等の表現につい

ては,本 来,基 本的幾何形状を表現する幾何モデル

を定義することが考えられる。 しかし,本 モデルで

は既存 のCAD仕 様との整合性を前提としていること

から,本 モデル内では幾何モデルを定義せず,測 量

データや道路の横断構成等のデータ等,設 計情報 と

して重要な項 目について,そ の形状情報を本モデル

内に取 り込むこととした。

なお,道 路の設計等において用いられる形状につ

いては,複 雑な図形を用いて表現 しているものはな

く,ほ とん どが点データを基本とした表現 となって

いる。よって,表-3の ように,そ の形状及び位置

の構成点 とその構成点の関係が定義 されば,ほ とん

どの形状位置が表現可能であると考えられる。図-4

は,こ のような考え方により作成 した,本 モデルに

おける地形表現である。

また,形 状を規定する上では基本的にその形状を

構成する基本要素である点の座標値 を指定す ること

表-3基 本的図形要素種別

で数学的には十分であるが,実 業務上においては距

離や勾配等を用いて表現す ることが多いことから,

実用性を考慮 しこれ らによる記述を用いるものとし
た。

図-4地 形の静的構造(UML)
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6.デ ー タ交換仕様の検討

本データモデル とその他CADフ ァイルを併せて納

品す るよ うな場合,CADフ ァイルで規定されている

幾何図形要素 と本モデルで規定する幾何的情報とが
整合 していることが重要となる。 よって,将 来的に

どのようなデータ仕様が各ライフサイクル上で使用

され るかをある程度想定 しておくことが必要である。
ここでは,2つ のパターンを検討 した。

(1)ケース1

調査 ・測量の段階からのデータ交換には,現 在策

定が進 んでいるGISデ ータ形式である地理標準に基
づいたデータを使用 し,設 計から維持管理段階では,

本検討によるデータモデルに基づくデータによりデ
ータ交換を行 う。また,維 持管理段階においてJH外
からデータを求められた場合は,地 理標準に基づい

たデータによる供与することが考えられる。

この場合のモデル構築 ・実装や運用上においては,

以下のような課題等がある。
・本モデル内に設計及び計画形状に関するデータ記

述の他に,図 面の記述に関わる幾何図形要素を定

義す る必要があり仕様が膨大 となる。
・幾何図形要素に関する新たな仕様ができるため,
実装するベンダーの負担が大きい。
・同一のアーキテクチャを使用す るため幾何図形要

素及び属性データのリンクの整合性が確保できる。

XMLフ ァイル

XMLフ ァイルのみによる記述

図-5フ ァイル形式ケース1

(2)ケー ス2

調査 ・測量及び維持管理段階でのデータ交換様式

は特に指定 しない。設計～維持管理段階までは,本

検討によるデータモデルに基づ く設計 ・計画構築物
のデータと,SXF又 は任意CADに よるCAD図 面ファイ

ルを納品する。

XMLフ ァイル

CAD(DXF)フ ァイル(drawing1.dxf)

XMLフ ァイルとCADフ ァイルによる記述

図-6フ ァイル形式ケース2

この場合のモデル構築 ・実装や運用上において以

下のような課題等がある。
・ 図面の記述に関わる幾何図形要素は,SXFま た
は任意CADの 定義を使用できるため,モ デル作

成は設計及び計画構築物の属性に関する基本デ
ータを中心に行い,幾 何要 素は道路構造物に特
有のもののみを追加 だけでよいため,モ デル作

成が軽減され る。
・ 図形要素と基本属性デー タ(本 モデルによる)

の リンク等の整合性を確保す る為、CADソ フ ト

ウェア上でXMLフ ァイル とDXFフ ァイルを同時

作成 し、両フ ァイル にGUID(Globally Unique
IDentifier)等 に一意に識別できる番号を入れる

こと等が考えられる

以上,2つ のパ ターンが想定されるが,以 下の理
由により,当 面はケース2を 前提 とした。

(1)SXFと 同様 な仕様 を複数策定することは,標 準

化の考え方から好ましくない。
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(2)幾何図形要素を定義すると仕様を実装 したCAD

等の検証や認定等の作業が生 じる。

(3)幾何 図形要素に関す る新たな仕様ができると,

実装するベンダーの負担が大きい。

(4)ケース1の 場合は,実 際に各CADベ ンダーが実

装す るまでには仕様策定後,あ る程度の時間が

必要であり,事 実上ケース2の 状態が しばらく

続 くことが考えられる。

7.属 性 デー タの図形 デー タの リンク

前述のケース2の 場合には,本 モデルの仕様に基
づ くデータとCADフ ァイルの2つ を使用することな

る。 この場合に,先 に挙げたように属性データと図

面内の図形データとの リンクが必要な場合に,こ れ

をどのように行 うかが問題 となるため,こ こではそ
の仕組みについて検討を行った。

ここでの考え方としては,図 形及び属性データを

すべてXMLフ ァイルで記述す る方法(図-5左 側)と,

属性データはXMLフ ァイルで記述 し,CADフ ァイルを

次のよ うな条件を満 たす仕様のCADフ ァイルを使用
して行 う方法(図-5右 側)と が考えられる。

■CADフ ァイルの条件
・CADフ ァイルは,テ キス ト形式であること。
・CADフ ァイルは,1つ のファイル内で各図形を一

意に識別できる仕組みを有すること。
全てXMLデ ータで記述 した場合は,XMLの システム

を使用 してデータ漏れ等や リンクのチェックを行 う
ことができるが,例 えばDXFの 場合はXMLの アーキテ

クチャ上でチェックを行 うことができないので何等

かのチェックシステムを作成する必要がある。

また,本 モデルデータとCAD(図 面)フ ァイル は

関連 させず,図 形の空間位置及び範囲等の情報は,

本モデルで定義する要素(座 標点及び座標点列によ

る表現)で 表現する方法も考えられる。
いずれの方法が最適であるか,デ ータの記述力,

操作性等 を検証する実データを使用 した実証実験を

行 った上で決定する必要があろ う。

8.JHDMに よる効 果

以上のように,道 路事業で取扱 う情報を整理 し,

統合的に活用す ることで,次 のような効果が期待で

きる。
・構造物単位に,工 事記録,点 検記録,補 修改良履

歴など各種のデータを利用できる。
・データの更新作業が効率化されるとともに,デ ー
タの精度が高まる。
・構造物単位に,設 計条件,施 工条件,施 工状況な
どのデータを利用できる。
・設計,施 工に必要な情報を標準的な電子データで

入手 ・利用できる。
・数量集計業務が効率化されるとともに,工 事費積

算にデータを転用できる。
・工事段階で,受 発注者間でデータを共有でき,書

類のや りとりが削減される。

9.お わ りに

ここでは,道 路事業に必要となる情報の電子化の

現状 と問題点を分析するとともに,こ れを統合的に

整備 ・活用する上で必要 となる道路データモデルの

提案を行った。

情報システムの機能は,そ れを利用する技術者の

要求や情報技術の進展に伴って変化する。すなわち,

土木技術者にとっては,有 効なシステムとは何かと
い うことを追求するよりも,真 に必要なデータとは

何かを具体化 し,整 備することの方が重要であると

考えられる。 したがって,ラ イフサイクルにわたっ
て共有すべき情報を,そ の発生プロセスで整備 し,

段階的に蓄積できるように,業 務そのものの見直 し

も視野に入れて検討 していきたい。
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